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薬剤部



⻄陣病院 概要
病床数︓300床 外来透析︓125床 ⼊院透析︓8床
診療科︓22科 院外処⽅箋発⾏率︓97.8 %
病 棟︓急性期 ４病棟（病棟薬剤業務実施加算）

内科（急性期、慢性腎臓病）
外科・泌尿器科、整形外科・眼科

包括ケア病棟 １病棟
障害者病棟 ２病棟

薬剤師数︓１３名 ⼥性︓１０名、男性︓３名
採⽤実績︓2019年 ２名、2020年 ２名

業務拡大に向けて１６名に増員予定

平均在籍年数︓11.2年
平均年齢︓35.4歳



朝礼︓前⽇、病棟、各種委員会からの申し送り事項

病棟担当者 → 病棟

調剤担当者 → 注射、定期、高カロリー輸液

抗がん剤担当 → oncall 体制

午後 基本的に 病棟業務

夜診 残業（スライド勤務 12:45〜21:00）

平均的な１日の過ごし方



勤務時間（シフト制、交代勤務）
⽇勤︓8:30〜16:45、8:30〜13:15（半⽇）

夜勤︓12:45〜21:00（現⾏は、16:45〜21:00 超過勤務）

当直︓勤務なし

休⽇︓シフト制（8:30〜13:15）
薬剤部の⽅針として「原則、残業しない」

休暇︓夏季３⽇間（最⻑ 10 ⽇間）、冬季６⽇間

勤務形態（日直・当直・連続休暇等）
時間外・休日出勤等



コンパクトな病院なので、

１．薬剤師の基本スキルを学ぶことができる
２．垣根が低いので、医師や看護師から情報収集
３．診療科における専門性を経験できる
４．自己研鑽のサポート体制がある

⻄陣病院で、薬剤師ができること



薬剤師の基本スキルを学ぶ機会がある

基本スキルとは、
調剤業務

一般調剤、高カロリー輸液混注、抗がん剤調製
医薬品情報業務

薬剤特性を知る、学ぶ機会がある
症例検討会、症例ディスカッション

薬剤管理指導業務（病棟薬剤業務）
医師、看護師などとのチーム医療
患者教育

病院のシステムを
理解できる

病 棟 業 務



垣根が低いので、医師や看護師から情報収集
医師から学ぶこと
看護師から学ぶこと

患者情報 疾病、診断、治療
経過、効果（薬剤）

薬剤の適正使⽤
→ 効果、副作⽤

多くの症例を
学ぶことができる



診療科における専門性を経験する

医師や看護師、他のスタッフから学ぶことは多い
↓

全ての診療において、「薬物療法」は⽋かせない
↓

薬剤を使⽤する「患者情報」がないと
適正な使⽤を知ることができない

↓
学びたい＝特定の診療科（と、それに関連する疾患）



認定薬剤師までの道
初年度
⼊職後、薬剤師免許交付まで調剤補助業務（４月）

５月から 病棟担当者に付いて病棟業務
内科（急性期、慢性腎臓病）
外科・泌尿器科、整形外科・眼科

包括ケア、障害者病棟
調剤（高カロリー、抗がん剤）

⽇本医療薬学会もしくは、目標とする領域の学会に参加

病棟業務を通じて、目標とする領域を決める

人財育成の方針



２年目
４月から 希望病棟へ配属（６ヶ月ローテーション）

調剤（高カロリー、抗がん剤）

学会発表のための準備、症例集め
⽇本医療薬学会もしくは、目標とする領域の学会で発表・参加

病棟業務を通じて、１つに絞らず、関連する症例に関わる

認定薬剤師までの道
人財育成の方針



３〜４年目
４月から 希望病棟へ配属（６ヶ月〜１年間）

調剤（高カロリー、抗がん剤）

学会発表のための準備、症例集め
⽇本医療薬学会もしくは、目標とする領域の学会で発表・参加
各学会の認定講習会の受講（確認）

認定試験受験のための資格取得（日病薬病院薬学認定）
→ 6月頃にWebにて試験

認定薬剤師までの道
人財育成の方針



５年目以降
４月から 病棟へ配属ローテーション（６ヶ月）

調剤（高カロリー、抗がん剤）

認定資格受験のための準備、症例集め
⽇本医療薬学会もしくは、目標とする領域の学会で発表・参加
各学会の認定講習会の受講（確認）

認定試験受験のための資格取得（日病薬病院薬学認定）
→ 6月頃にWebにて試験

認定薬剤師までの道
人財育成の方針



１年目︓５月から開始
２、３ヶ月のローテーションで、全ての病棟を担当する
興味がある領域を『探す、決める、やってみる』

２年目︓急性期病棟を６ヶ月担当する⾯談後決定
内科系、外科系をローテーション

医療薬学フォーラム2020にて発表予定（2019⼊職者 2名）
３年目︓急性期病棟主担当として、１年間担当する

先輩薬剤師サポートのもと、実践⼒を⾝につける
2017年 糖尿病療養指導⼠取得１名（2015年⼊職者）

認定薬剤師までの道
人財育成の方針



４、５年目︓急性期病棟主担当として、１年間担当する
⽇病薬病院薬学認定薬剤師受験
目指す認定薬剤師の受験準備

症例収集、学会発表・参加
６年目︓急性期病棟を担当する

目指す認定薬剤師の受験
2019年 ⽇本病院薬剤師会

感染制御認定薬剤師取得１名（2014年⼊職者）

認定薬剤師までの道
人財育成の方針



2014年 ⼊職（感染関連に興味があり就職を希望）

2015年 ICTメンバー
2019年 ⽇病薬 病院薬学認定薬剤師取得
2019年 ⽇病薬 感染制御認定薬剤師取得

京都薬科大学HPより



自己研鑽のサポート体制がある
１）認定取得のための学会に参加できる
２）自己研鑽の目的で、学会発表の⾦銭的⽀援を⾏う
３）診療報酬に関連した認定資格の⽀援を⾏う

⻄陣病院認定薬剤師資格者 取得人数

がん薬物療法認定薬剤師（⽇本病院薬剤師会） １名

糖尿病薬物療法認定薬剤師（⽇本くすりと糖尿病学会） １名

NST専門療法⼠（⽇本臨床栄養代謝学会） １名

糖尿病療養指導⼠（⽇本糖尿病療養指導⼠認定機構） ２名

医療薬学専門薬剤師（⽇本医療薬学会） ２名



⻄陣病院薬剤部が、求める人財

目標を持てる薬剤師
目標に向かって努⼒する

そのために、時間を有効活⽤できる
自己研鑽を怠らない Lunchtime conference

そして、新しい業務を確⽴し、自ら魅⼒ある職場にする

人財育成の方針



薬剤部 取り組み

まず、興味がある領域を『探す、決める、やってみる』
そして、薬学系だけではなく、医学系学会にチャレンジする
１つのことに偏ることなく、広い視野で興味を持てる領域を探す
そして、やってみること

目標を持てる薬剤師
目標に向かって努⼒する

薬剤部の取り組みは、「業務を通じて⽀援する」



先輩薬剤師の志望動機
病棟業務に積極的に取り組んでおり、
先輩薬剤師のサポートを受けながら、経験を積み、

実践的な⼒を⾝につけられる。
患者、一人一人に誠実に向き合い信頼される薬剤師像が想像できる。

早期から病棟業務に携わることができ、

患者や他のスタッフと多く関わりを持つことができる。
認定薬剤師の資格取得を目標に多くのことを学び、
学会発表に挑戦する機会がある。



先輩薬剤師の志望動機

慢性腎臓病（透析医療）をはじめとして、
がん化学療法や糖尿病など、専門的な経験をつむために

最適な環境で、高い専門性を持った薬剤師として働きたい。

薬剤部は、病棟業務や地域の薬局との連携を⾏なっており、
薬剤師として、知識や他の医療者、患者とのコミュニケーション

を⾝につけることで、安⼼を届けられる薬剤師に成⻑できる。



薬剤師の可能性

病院における診療業務の主役になる



【採⽤人数】 ３ 名

【選考⽅法】⼩論⽂（専門分野）、適性試験、⾯接

【応募⽅法】履歴書、成績証明書、卒業⾒込証明書を郵送にて受付

【採⽤試験⽇時】ただし、8月以降は、採⽤人数に達した場合は実施されません

2020年７月３⽇（⾦）（応募締切 6月30⽇ 必着）

2020年８月７⽇（⾦）（応募締切 7月31⽇ 必着）

2020年９月４⽇（⾦）（応募締切 8月31⽇ 必着）

合否通知は、本人に5〜7⽇以内に連絡

※ご都合が合わない⽅、ご不明な点がある⽅は、お問い合わせ下さい。

採用試験日



⻄陣病院の特徴

１．診療、疾患領域では、慢性腎臓病、透析医療に加え、糖尿病、

消化器疾患およびがん化学療法を主としている。

２．薬剤部で学べることは、上記、疾患を中⼼に１つではなく、

関連させた内容で学べる。

３．⻄陣病院は、病床数、診療科などを⾒ていただいた通り、

コンパクトではありますが、充実した医療を⾏っている。

４．認定薬剤師は、あくまでも目標であり、そこに向かっていく過程で、

多くのことを学んでもらえるようサポートしている。

５．多職種間で垣根が低く、働きやすい環境にある。



６．⼊職年度の５月から、全ての病棟（7病棟）にローテーション（１年間）で

配属し、病院全体の機能を学べる。

７．調剤、病棟業務を中⼼に全員がローテーションで業務を⾏っているため、

幅広い知識と能⼒を修得できる。

８．がん、糖尿病、感染など各種認定資格を有する薬剤師もおり、

質の高い薬剤師業務を⾏っている。

９．薬剤師育成プログラムがあり、学会発表や参加、認定資格取得などの

自己研鑽に対する⽀援体制に加え、子育て⽀援も充実しており、

キャリアパスに適した環境が整っている。

⻄陣病院の特徴


